
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 教育学部こども教育学科学生有志グループ「石田んち」 

実施内容 大学祭等でのポスター展示、チラシ、オレンジリボンの配布 

➀事前に取り組んだ内容 
オレンジリボンの啓発ポスターを作成するなど、学生の立場としてできることを考えた。 

 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
11 月の児童虐待防止推進月間に合わせ、大学校内でオレンジリボン運動についてのポス

ター等の展示を行うとともに、オレンジリボンとチラシを設置し、学生が自由に持ち帰る

ことができるようにした。大学祭においても同様の展示を行った。また、Instagram を

使っての広報活動も行った。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・   

 

 
 

・オレンジリボンの活動に参加したことで、児

童虐待の実態の理解を深めるとともに、子ど

もは地域や周りの人々で守っていかなけれ

ばならない存在だということを知りました。そ

の一方で、このような社会問題を相手にわ

かりやすく伝えることや、興味を持ってもらう

ことの難しさを感じました。 

・設置したオレンジリボンを持ち帰っている人も

たくさん見かけ、これをきっかけにオレンジリ

ボン運動について、考えたり、話ができたり

するといいなと思いました。 

・昨年度に比べて多くの人がカバンなどの持ち

物にオレンジリボンを付けてくれており、自分

たちが活動していることが、広まっていること

を実感し、これからへの期待が膨らみまし

た。 

・新たな取組として Instagram を使っての広報

活動を行ったことで、より多くの方に知っても

らえ、オレンジリボンへの興味関心も高まっ

たのではないかと思います。自分が学生であ

る間にこの活動ができて良かったです。 
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